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国民集会で5000人が声上げる
今　号　の　記　事

６面歯科政策解説　「低医療費政策」転換を

３面神戸市長選挙特集「検証 神戸市の医療政策②」

５面評議員会特別講演会のご案内
野中広務が語る「この国の政治と平和の危機をどうみるか」

　

「
い
ま
増
税
す
る
の
は
反
対
」「
社
会
保
障

の
た
め
と
い
う
理
由
付
け
は
破
綻
」―

―

。
保

団
連
な
ど
が
実
行
委
員
会
に
参
加
す
る
「
９
・

27
消
費
税
大
増
税
ス
ト
ッ
プ
! !　

国
民
集
会
」

が
９
月
27
日
に
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
５
０
０
０
人

　

集
会
で
は
、
住
江
憲
勇
保
団

連
会
長
が
、
主
催
者
を
代
表
し

て
あ
い
さ
つ
。「
消
費
税
増
税

と
法
人
税
減
税
を
同
時
に
行
う

こ
と
は
、
所
得
再
分
配
を
二
重

の
意
味
で
否
定
す
る
も
の
」
な

ど
と
訴
え
た
。

　

連
帯
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
、

主
婦
連
合
会
の
山
根
香
織
会
長

は
、
政
府
の
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン

グ
に
対
し
、
暮
ら
し
を
守
る
立

場
で
増
税
に
断
固
反
対
で
あ
る

と
訴
え
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

税
理
士
の
平
石
共
子
氏
は
、
弱

者
ほ
ど
負
担
が
重
く
な
る
逆
進

性
な
ど
、
消
費
税
の
悪
税
と
し

て
の
本
質
を
知
る
専
門
家
と
し

て
、
来
年
４
月
の
増
税
ま
で
反

対
の
声
を
上
げ
続
け
る
決
意
を

表
明
し
た
。

　

最
後
に
「
医
療
・
介
護
・
年

金
・
生
活
保
護
が
次
々
切
り
捨

て
ら
れ
、
国
民
に
二
重
の
負
担

増
が
押
し
付
け

ら
れ
て
お
り
、

『
社
会
保
障
の

た
め
』
と
い
う

理
由
付
け
も
破

綻
し
て
い
ま

す
」
な
ど
と
す

る
集
会
ア
ピ
ー

ル
を
参
加
者
全

員
で
採
択
し
た

後
、
銀
座
を
パ

レ
ー
ド
し
、
増

税
中
止
を
通
行

人
ら
に
訴
え

た
。

　

省
庁
要
請
で

は
、
内
閣
府
大
臣
官
房
総
務
課

調
査
役
・
佐
野
美
博
氏
と
面
談

を
行
い
、
会
員
６
９
６
氏
が
直

接
署
名
し
た
「
消
費
税
増
税
を

医院でご活用ください

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

讃
歌
を
聞
く
と
涙

が
で
る
。
パ
ラ
マ

ス
作
詞
、
サ
マ
ラ

ス
作
曲
、
古
関
裕

而
編
曲
。
筆
者
は
当
時
高
校
３

年
生
、
１
９
６
４
年
こ
の
歌
と

と
も
に
始
ま
っ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
感
激
し
た
。
東
洋
の

魔
女
の
活
躍
、
東
京
・
新
大
阪

間
の
新
幹
線
開
通
。
戦
後
復
興

の
象
徴
と
し
て
ア
ジ
ア
で
最
初

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
閉
会
式

で
世
界
中
の
選
手
が
手
を
つ
な

ぎ
肩
車
を
し
て
感
動
の
う
ち
に

終
わ
っ
た
▼
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で

オ
リ
ン
ポ
ス
山
に
住
む
ゼ
ウ
ス

へ
の
捧
げ
も
の
と
し
て
、
ア
テ

ネ
と
ス
パ
ル
タ
が
一
時
停
戦
し

て
行
わ
れ
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
を
、
フ
ラ
ン
ス
の
ク
ー
ベ

ル
タ
ン
男
爵
が
近
代
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
し
て
蘇
ら
せ
た
。
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
も
ク
ー
ベ
ル
タ
ン

男
爵
が
世
界
の
５
大
陸
（
青
・

オ
セ
ア
ニ
ア
、
黄
・
ア
ジ
ア
、

黒
・
ア
フ
リ
カ
、
緑
・
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
赤
・
ア
メ
リ
カ
）
と
五

つ
の
自
然
現
象
（
火
の
赤
、
水

の
青
、
木
の
緑
、
土
の
黒
、
砂

の
黄
色
）
と
ス
ポ
ー
ツ
の
５
大

鉄
則
（
情
熱
、
水
分
、
体
力
、

技
術
、
栄
養
）
を
重
ね
て
合
わ

せ
て
５
輪
と
し
平
和
を
願
っ
て

考
案
し
た
▼
し
か
し
１
８
９
６

年
の
第
１
回
ア
テ
ネ
大
会
以

後
、
１
９
１
６
年
ベ
ル
リ
ン
大

会
は
第
１
次
世
界
大
戦
の
た
め

中
止
、
１
９
３
６
年
ベ
ル
リ
ン

大
会
は
ヒ
ト
ラ
ー
に
利
用
さ

れ
、
１
９
４
０
年
東
京
大
会
は

日
中
戦
争
の
た
め
中
止
と
な
っ

た
▼
２
０
２
０
年
東
京
大
会
が

戦
争
や
原
発
事
故
で
中
止
と
な

ら
な
い
よ
う
に
、
世
界
の
平
和

と
福
島
事
故
の
収
束
を
実
現
し

よ
う
。
未
来
を
生
き
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
安
全
・
安
心
を
取

り
戻
し
、
す
ば
ら
し
い
、
後
生

に
語
り
継
が
れ
る
２
度
目
の
大

会
に
す
る
よ
う
日
本
人
は
努
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
水
）

を
超
え
る
会
場
い
っ
ぱ
い
の
参
加
者
が
消
費
税

増
税
に
ノ
ー
の
声
を
上
げ
た
。
兵
庫
協
会
か

ら
、
加
藤
隆
久
理
事
が
参
加
。
同
日
に
は
、
会

員
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
寄
せ
ら
れ
た
消
費
税
増
税
中

止
と
ゼ
ロ
税
率
を
求
め
る
要
望
書
を
住
江
憲
勇

保
団
連
会
長
と
と
も
に
内
閣
府
に
提
出
し
た
。

止
め
、
医
療
へ
の
『
ゼ
ロ
税

率
』
を
求
め
る
要
望
書
」
を
提

出
し
た
。

　

加
藤
理
事
は
、
増
税
が
実
施

さ
れ
れ
ば
閉
院
せ
ざ
る
を
え
な

い
診
療
所
も
出
て
く
る
と
指
摘

し
、
増
税
中
止
を
強
く
求
め

た
。

消
費
税
増
税
は
「
絶
対
中
止
」
と
声
を
上
げ
る
参
加
者

住
江
保
団
連
会
長
（
右
）
と
加
藤
協
会
理
事

（
右
２
人
目
）が
内
閣
府
に
署
名
を
提
出
し
た

会員署名700筆を政府へ

消費税増税

10月27日（日）
８面にプログラム

　

毎
年
恒
例
に
な
っ
た
保
険

医
協
会
の
秋
祭
り
・
第
22
回

日
常
診
療
経
験
交
流
会
を
、

10
月
27
日
（
日
）
神
戸
駅
南

の
神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
で
開
催
し
ま
す
。
メ
イ
ン

テ
ー
マ
は
「
日
常
診
療
～
思

い
え
が
く
夢
～
」
で
す
。
み

な
さ
ま
は
日
常
診
療
に
ど
ん

な
夢
を
託
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
み
ん
な
で
夢
を
語
り
合

い
ま
し
ょ
う
。

　

毎
回
好
評
の
医
科
・
歯
科

・
薬
科
交
流
企
画
は
「
多
剤

投
与
の
現
状
」
で
す
。

　

兵
庫
医
科
大
学
内
科
学
総

合
診
療
科
の
森
本
剛
教
授
、

伊
丹
市
・
か
わ
む
ら
歯
科
の

川
村
雅
之
先
生
、
近
畿
大
学

薬
学
部
の
松
山
賢
治
教
授
が

ご
講
演
さ
れ
、
ビ
デ
オ
講
演

で
、
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学

研
究
科
顎
口
腔
機
能
治
療
学

教
室
の
坂
井
丘
芳
教
授
に
も

ご
出
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　

多
剤
投
与
（
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
）
に
つ
い
て
、
協
会

で
も
以
前
ご
講
演
い
た
だ
い

た
神
戸
大
学
教
授
の
岩
田
健

太
郎
先
生
は
、
近
著
『
99
・

９
％
が
誤
用
の
抗
生
物
質
』

の
中
で
六
つ
の
原
因
を
挙
げ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

１
．
病
気
を
な
お
す
の
で

な
く
、
検
査
の
数
値
そ
の
も

の
を
医
者
が
正
常
化
し
よ
う

と
す
る
。
２
．
臨
床
的
成
果

第
22
回
日
常
診
へ
ご
参
加
を

を
よ
く
吟
味
し
て
い
な
い
。

３
．
薬
の
リ
ス
ク
を
吟
味
し

て
い
な
い
。
４
．
薬
の
相
互

作
用
を
吟
味
し
て
い
な
い
。

５
．
他
科
の
診
療
に
関
心
が

な
い
。
６
．
患
者
が
薬
を
ほ

し
が
る
。

　

小
生
は
薬
は
飲
み
た
く
な

い
、
配
合
剤
は
使
い
た
く
な

い
と
の
考
え
で
す
。
み
な
さ

ま
は
ど
の
よ
う
に
薬
剤
投
与

を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
患
者

さ
ん
の
立
場
で
大
い
に
議
論

が
盛
り
上
が
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

お
薬
手
帳
の
チ
ェ
ッ
ク
は
大

切
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
も
っ
と

知
ろ
う
と
、
参
加
者
全
員
に

各
支
部
か
ら
隠
れ
た
名
物
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

「
県
下
の
特
産
品
」
コ
ー
ナ

ー
も
恒
例
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
の
「
今
さ
ら
聞

け
な
い
、
教
え
て
」
や
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
の
展
示
、

文
化
部
の
「
あ
な
た
と
わ
た

し
の
展
示
会
」、
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
、
医
院
新
聞
コ

ー
ナ
ー
、
業
者
展
示
、
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

日
常
診
療
経
験
交
流
会
の

目
玉
、
救
急
フ
ェ
ス
タ
は
事

前
予
約
制
で
す
。

　

先
生
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ご

家
族
、
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ

ま
ご
一
緒
に
、
秋
の
一
日
多

く
の
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

理事長　池内春樹

診
療
の
夢
を

持
ち
寄
ろ
う

協会メーリングリスト
参加者募集中！
診療情報や医療制度から趣味まで
会員同士による交流、情報交換の場

お申し込みは、hyogo-hok@doc-net.or.jpへ

医療改善のため

クイズチラシ
� グッズ

「保険で良い歯科」署名入り
ポケットティッシュ

　医療費負担について考えると、抽選
でグルメ景品が当たるクイズ。医院で
チラシを配布・回収していただきま
す。ご注文は、☎078－393－1807まで

　「保険で良い歯科医療の実現を求め
る請願」はがき署名入りのポケットテ
ィッシュです。チラシ署名、リーフな
どとともにご活用ください。
ご注文は、☎078－393－1809まで

ストップ!!
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私
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し

て
ご
本
人
が
「
ど
ん
な
ふ
う
に

暮
ら
し
続
け
た
い
の
か
」
と
い

う
思
い
を
大
切
に
し
て
い
る
。

歳
を
と
っ
た
、
障
害
を
持
っ

た
、
認
知
症
に
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
自
分
の
暮
ら
し
方
は

他
人
に
決
め
ら
れ
る
こ
と
で
は

な
い
。
生
活
に
介
護
や
援
助
が

必
要
に
な
っ
て
も
、
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
の
継
続
を
望
む
こ
と

は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
だ
。

　

そ
う
は
思
っ
て
い
て
も
、
利

用
者
の
思
い
を
形
に
す
る
こ
と

は
、
介
護
保
険
制
度
の
枠
に
縛

ら
れ
、
な
か
な
か
難
し
い
と
日

々
感
じ
て
い

る
。

　

政
府
が
言
う

「
地
域
で
包
括

的
に
高
齢
者
を

支
援
し
て
い

く
」
と
い
う

「
理
念
」
は
確

か
に
す
ば
ら
し

い
。

　

し
か
し
、
岡
崎
先
生
の
解
説

で
そ
の
内
容
を
み
て
い
く
と
、

高
齢
者
の
生
活
は
自
己
責
任

（
自
助
）
を
基
本
に
、
住
民
組

織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
互
助
）

を
活
用
し
、
お
金
の
あ
る
人
だ

け
が
サ
ー
ビ
ス
を
追
加
で
き
る

仕
組
み
。

　

ケ
ア
の
内
容
も
、
事
業
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
任
せ
で
国
の
責

任
が
不
明
確
。
法
律
改
正
で
新

し
く
作
ら
れ
た
「
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
」
に
住
ん

で
み
て
も
、
行
わ
れ
る
の
は
最

低
限
の
安
否
確
認
と
生
活
相
談

の
み
。

　

結
局
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

生
活
の
質
に
大
き
な
格
差
が
生

じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
誰

が
喜
ぶ
の
か
。
現
実
に
今
、

〝
高
齢
者
の
生
活
〟
と
向
き
合

っ
て
い
る
私
に
と
っ
て
は
、
滑

稽
と
感
じ
た
と
同
時
に
憤
り
を

覚
え
た
。

　

主
役
で
あ
る
高
齢
者
が
必
要

と
す
る
シ
ス
テ
ム
、
そ
し
て
誰

も
が
安
心
し
て
老
い
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
を
作
っ
て
ほ
し

い
。

　

一
度
、「
低
所
得
」「
ベ
ッ
ド

上
で
全
く
動
け
な
い
」「
常
時

お
む
つ
使
用
」
の
環
境
で
自
分

た
ち
の
考
え
た
ケ
ア
を
自
分
で

24
時
間
体
験
し
た
の
な
ら
、
も

っ
と
大
事
な
も
の
が
見
え
て
く

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
西
宮
市
社
会
福
祉
事
業
団　

甲
子
園
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

 

廉
田
は
る
み
】

　

生
活
保
護
の
基
準
額
が
減
額

さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、
取
り
消

し
を
求
め
て
、
審
査
請
求
運
動

が
全
国
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

生
活
保
護
の
基
準
額
は
３
年

間
で
平
均
６
・
５
％
、
最
大
10

％
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
８
月
１

日
か
ら
食
費
や
光
熱
費
に
あ
て

る
生
活
扶
助
の
基

準
額
を
対
象
に
、

夫
婦
と
子
ど
も
２

人
の
世
帯
で
月
最

大
７
千
円
減
額
さ

れ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
減
額
取
り
消

し
を
求
め
る
審
査

請
求
が
、
全
国
で

取
り
組
ま
れ
て
い

る
。

　

兵
庫
県
で
も
９

月
20
日
に
、
兵
庫

県
社
会
援
護
課
長

に
対
し
、
受
給
者

１
９
８
人
が
次
々
に
申
請
書
を

手
渡
し
た
。
す
で
に
申
し
立
て

た
尼
崎
の
65
人
と
あ
わ
せ
、
審

査
請
求
は
県
全
体
で
２
６
３
人

に
及
ん
で
い
る
。

　

申
請
前
に
は
、
兵
庫
県
生
活

と
健
康
を
守
る
会
連
合
会
主
催

で
、
協
会
も
参
加
す
る
兵
庫
県

社
会
保
障
推
進
協
議
会
（
県
社

保
協
）
が
協
力
し
、
審
査
請
求

集
団
申
請
の
た
め
の
集
会
が
行

わ
れ
、
約
50
人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
で
は
、
受
給
者
か
ら

「
暑
い
中
で
も
エ
ア
コ
ン
を
控

え
て
い
る
」「
食
費
を
節
約
」

「
風
呂
も
毎
日
入
れ
て
い
な

い
」
な
ど
の
深
刻
な
実
情
を
訴

え
る
発
言
が
相
次
い
だ
。

　

参
加
者
は
、「
生
存
権
を
守

る
た
め
の
審
査
請
求
」
で
あ
る

こ
と
を
訴
え
た
決
議
を
採
択

し
、
生
活
保
護
基
準
額
減
額
の

取
り
消
し
を
求
め
た
取
り
組
み

を
強
め
る
こ
と
を
確
認
し
あ
っ

た
。

〝
生
活
保
護
減
額
や
め
て
〟

日　時　11月10日（日）10時～17時
会　場　県私学会館２Ｆ会議室
参加費　5000円（昼食・資料代含む）
テーマ　審査・減点の現状と対策、
保険診療と保険請求の要点、新規開

業に必要な税務対策、開業時の労務

新規開業、開業予定の先生方へ
６カ月指導対策は万全ですか？

お申し込み・お問い合わせは、
  ☎078－393－1817まで

新規開業医研究会
会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

�

申
し
上
げ
ま
す

中
村　

元
生
先
生

西
宮
市　

歯
科

９
月
９
日　

享
年
46
歳

◇
出
席　

36
人

◇
情
勢　

安
倍
政
権
は
医
療
・

年
金
・
介
護
を
社
会
保
障
改
革

国
民
会
議
の
報
告
書
に
沿
っ
て

改
定
し
て
い
く
「
プ
ロ
グ
ラ
ム

法
案
」
を
閣
議
決
定
。
法
案
で

は
14
年
度
に
70
～
74
歳
の
医
療

費
窓
口
負
担
を
２
割
に
す
る
こ

と
や
14
年
通
常
国
会
に
病
床
数

を
抑
制
す
る
法
案
提
出
、
15
年

通
常
国
会
に
国
保
運
営
を
都
道

府
県
に
移
管
す
る
法
案
の
提
出

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
神
戸
市

長
選
挙
方
針
、
②
ス
タ
ジ
オ
ジ

ブ
リ
「
熱
風
」
７
月
号
の
購
入

と
会
員
配
布
等
に
つ
い
て
了

承
。
ま
た
、
①
ア
メ
リ
カ
な
ど

に
よ
る
シ
リ
ア
へ
の
軍
事
行
動

の
動
き
に
対
す
る
抗
議
声
明
、

②
70
～
74
歳
の
患
者
負
担
増
反

対
と
診
療
報
酬
引
き
上
げ
を
求

め
る
会
員
署
名
の
到
達
、
③
消

費
税
増
税
を
や
め
医
療
へ
の
ゼ

ロ
税
率
を
求
め
る
会
員
署
名
の

到
達
、
④
景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ

ラ
シ
企
画
や
ラ
ジ
オ
関
西
番
組

の
企
画
な
ど
の
大
型
宣
伝
等
に

つ
い
て
確
認
し
た
。

◇
医
療
活
動
報
告
〈
医
科
〉

「
７
種
類
以
上
の
内
服
薬
投
与

に
お
け
る
診
療
報
酬
逓
減
措
置

に
関
す
る
保
団
連
実
態
調
査
」

の
兵
庫
協
会
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
し
た
。〈
歯
科
〉
近
畿
厚

生
局
兵
庫
事
務
所
に
対
し
、
新

任
指
導
医
療
官
の
高
圧
的
新
規

指
導
に
歯
科
部
会
と
し
て
抗
議

し
た
後
の
経
過
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

◇
歯
科
部
会　

①
保
団
連
ポ
ケ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
は
が
き
署

名
の
活
用
、
②
街
頭
宣
伝
、
③

歯
科
決
起
集
会
10
／
27
へ
の
参

加
が
提
案
さ
れ
、
了
承
し
た
。

◇
九
条
の
会　

八
木
理
事
か
ら

宮
武
理
事
に
役
員
交
代
し
た
。

�

（
９
月
14
日
理
事
会
よ
り
）

　

加
古
川
・
高
砂
支
部
は
９
月

７
日
、
加
古
川
商
工
会
議
所
で

在
宅
医
療
点
数
研
究
会
（
医
科

対
象
）
を
開
催
し
、
医
師
、
看

護
師
、
医
事
ス
タ
ッ
フ
な
ど
65

人
が
参
加
し
た
。

　

副
支
部
長
の
西
村
正
二
先
生

が
講
師
を
務
め
、
加
古
川
地
域

に
お
け
る
在
宅
医
療
の
現
状
な

ど
に
つ
い
て
、
報
告
を
行
っ

た
。

　

在
宅
医
療
点
数
で
は
、
往
診

と
訪
問
診
療
の
違
い
、
看
護
師

に
よ
る
訪
問
点
滴
注
射
の
算
定

方
法
、
施
設
入
所
者
に
対
す
る

算
定
制
限
、
在
宅
療
養
支
援
診

療
所
の
施
設
基
準
な
ど
、
在
宅

医
療
に
関
す
る
保
険
請
求
の
基

本
か
ら
具
体
的
な
事
例
ま
で
解

説
。

　

国
に
よ
る
「
入
院
か
ら
在
宅

へ
」
の
政
策
の
も
と
で
、
強
化

型
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
・
支
援
病

院
が
創
設
さ
れ
、

連
携
な
ど
に
よ
り

要
件
を
満
た
し
た

医
療
機
関
で
は
、

往
診
料
の
加
算
や

訪
問
診
療
料
の
在

宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
加
算
、
在
宅
時

医
学
総
合
管
理
料

な
ど
で
高
い
点
数

が
算
定
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
入

所
者
に
対
し
て
、
在
宅
医
療
を

提
供
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
お

り
、
請
求
方
法
や
算
定
制
限
な

ど
が
非
常
に
複
雑
に
な
っ
て
い

る
と
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
訪
問
診

療
料
に
お
け
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
加
算
と
看
取
り
加
算
の
違
い

は
？
」「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入

受
給
者
２
０
０
人
が
不
服
申
し
立
て

訪問点滴注射の　
請求方法など解説

感
想
文

自己責任でなく
国の責任で介護を

地域医療研究会「地域包括ケア」

兵庫県保険医協会理事長　池内　春樹

　安倍晋三首相は９月７日の国際オリンピック委員会（IOC）総会で、東京電力
福島第一原発について「状況は完全にコントロールされている」「汚染水の影響
は港湾内の０.3平方キロメートルの範囲内で完全にブロックされている」「健康問
題については、今までも現在も将来もまったく問題ないということをお約束す
る」と述べ、汚染水について「完全に責任を果たす」と宣言した。
　安倍首相には、この「国際公約」を守って汚染水問題を解決するよう求める。
　福島原発事故はすでに世界規模に海洋を汚染している。現在も、福島第一原発
では、１日約300トンの汚染水が海に流出しつづけている。また高濃度汚染水が
貯蔵タンクから漏れ、一部は直接海に流れ出たと考えられている。汚染水がどう
生み出され、どこから流出しているかさえも分からないこの状況は、「完全にコ
ントロール」からほど遠い。政府は３日、凍土壁の建設など470億円かけた汚染
水対策を打ち出したが、汚染水流出を止める抜本的対応にはなっておらず、この
間求められていた国会審議もいまだに開かれていない。
　震災から２年半が経ったいまも、多くの方が故郷に戻れず、生業を奪われ、い
つ表れるか分からない放射線による健康被害を恐れ、事故の影響に苦しんでい
る。
　首相は、この現実を受けとめ、汚染水を含めた福島原発事故の収束と原因解明
に全力を挙げるべきである。事故収束、原因究明もできないなかの国内原発の再
稼働はもってのほかである。
　われわれは、いのちと健康をまもる医療者として、汚染水を含めた事故の収束
に全力を挙げるよう求めるとともに、原発ゼロの実現、エネルギーの有効利用・
節エネおよび再生可能エネルギーへの転換を求める。

　安倍首相が国際オリンピック委員会総会で福島原発は「完全にコントロールさ
れている」などと発言したことに対し、協会は９月14日の第983回理事会で下記
声明を採択し、首相官邸、原子力規制委員会など関係機関に送付した。
�

2013年９月14日
内閣総理大臣　安倍　晋三　様

加古川・高砂支部　在宅点数研究会

国際公約を守り、
汚染水問題の解決へ総力を

声　明

介護の格差が生まれると
課題を指摘した岡崎教授

請求の基本からていねいに解説

減額取り消しの申請書を次々と県に手渡した

　

地
域
医
療
部
は
９
月
７
日
、

地
域
医
療
研
究
会
を
県
農
業
会

館
で
開
催
し
、
医
師
や
医
療
・

介
護
ス
タ
ッ
フ
ら
60
人
が
参
加

し
た
。「『
地
域
包
括
ケ
ア
』
で

医
療
は
ど
う
な
る
？
～
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
論
点
と
課

題
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
佛
教
大

学
社
会
福
祉
学
部
教
授
の
岡
崎

祐
司
先
生
が
講
演
し
た
。
参
加

者
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

勤務医の先生方へ

住所・勤務先変更は協会までご連絡を

　自宅住所・電話番号・勤務先など
を変更された勤務医会員の先生は、
事務局までご連絡ください。
連絡先は☎078－393－1817 組織部

居
者
に
対
す
る
訪
問
診
療
料
等

の
算
定
方
法
は
？
」
な
ど
の
具

体
的
な
質
問
が
出
さ
れ
た
。
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神
戸
市
の
国
民
健
康
保
険

は
、
国
の
国
庫
負
担
削
減
の
も

と
で
保
険
料
負
担
が
引
き
上
げ

ら
れ
、
国
保
加
入
者
の
生
活
を

苦
し
め
て
い
る
。

　

国
保
保
険
料
を
払
い
た
く
て

も
払
え
な
い
高
額
に
し
て
い
る

主
犯
は
、
国
庫
負
担
を
削
減
し

て
き
た
自
民
党
政
治
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
国
保
の
運
営
主
体

で
あ
る
各
市
町
は
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。

　

自
治
体
に
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
国
の
悪
政
の
防
波
堤
と

し
て
の
努
力
で
あ
る
が
、
こ
の

点
で
神
戸
市
の
水
準
は
、
政
令

指
定
都
市
の
中
で
比
較
す
る
と

低
水
準
に
な
っ
て
い
る
。

　

神
戸
市
の
一
般
会
計
か
ら
国

　

神
戸
市
は
こ
れ
ま
で
保
険
料

算
定
方
式
と
し
て
、
各
種
控
除

後
の
所
得
を
ベ
ー
ス
に
し
て
き

た
。
こ
れ
は
、
扶
養
控
除
や
障

害
者
控
除
な
ど
を
保
険
料
算
定

の
際
に
組
み
入
れ
て
、
扶
養
や

障
害
に
よ
る
生
活
困
難
世
帯
の

保
険
料
を
引
き
下
げ
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
一
定
評
価
す
べ
き

も
の
で
あ

る
。

　

し
か
し
、

神
戸
市
は
そ

の
た
め
の
財

源
を
負
担
し

て
い
な
い
。

こ
れ
に
よ
る

保
険
料
不
足

を
他
の
加
入

者
保
険
料

に
、
言
わ
ば

上
乗
せ
し
て

　

今
月
の
神
戸
市
長
選
挙
（
10
月
13
日
告
示
、
27
日
投
開
票
）

に
向
け
、
２
０
０
１
年
か
ら
の
矢
田
神
戸
市
政
に
つ
い
て
３
回

に
わ
け
て
検
証
を
行
う
。
第
２
回
は
、
神
戸
市
の
国
民
健
康
保

険
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　

以
下
の
話
は
何
も
裏
付
け
の

な
い
ま
っ
た
く
の
思
い
つ
き
で

あ
る
。

　

そ
れ
は

　

①
大
震
災
の
直
後
で
復
興
が

大
変
な
時
に
神
戸
空
港
の
建
設

を
強
行
し
、
県
知
事
も
神
戸
市

長
も
任
期
途
中
で
辞
職
し
た
こ

と
　

②
空
港
の
近
く
に
先
端
医
療

セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
、
主
な

機
械
類
に
は
日
本
製
は
採
用
さ

れ
て
い
な
い
と
の
こ
と

　

③
モ
ノ
レ
ー
ル
の
駅
か
ら
雨

に
濡
れ
ず
に
行
け
て
い
た
市
民

病
院
を
、
わ
ざ
わ
ざ
不
便
な
空

港
の
近
く
に
移
転
さ
せ
た
こ
と

　

④
県
立
こ
ど
も
病
院
ま
で
移

転
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
る
こ

と

　

⑤
神
戸
大
学
付
属
病
院
に
美

容
外
科
、
神
戸
市
立
医
療
セ
ン

タ
ー
中
央
市
民
病
院
に
形
成
外

科
が
開
設
さ
れ
た
こ
と

　

⑥
昔
神
戸
大
学
の
須
田
勇
教

授
が
長
期
に
わ
た
り
脳
の
冷
凍

保
存
を
成
功
さ
せ
、
世
界
中
か

ら
喝
采
を
浴
び
た
こ
と

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
神

戸
空
港
の
近
辺
は
ア
メ
リ
カ
の

野
戦
病
院
、
あ
る
い
は
エ
ン
バ

ー
ミ
ン
グ
（
死
体
防
腐
処
理
）

施
設
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
な

と
推
測
し
て
い
る
。
世
界
中
、

資
源
の
豊
富
な
所
は
そ
の
利
権

の
取
り
合
い
で
紛
争
が
絶
え
な

い
。

　

戦
争
を
さ
せ
る
と
兵
器
が
売

れ
る
。
古
い
兵
器
の
在
庫
一
掃

処
分
が
で
き
る
。
兵
器
産
業
は

利
益
が
大
き
く
上
が
る
。
こ
れ

か
ら
も
、
戦
争
は
絶
え
る
こ
と

な
く
起
こ
る
も
の
、
と
推
測
さ

れ
、
死
人
・
病
人
・
け
が
人
は

増
え
る
。

　

上
記
の
施
設
は
不
必
要
に
な

る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
、

な
ど
と
推
測
し
て
い
る
。

　

戦
争
は
嫌
だ
。
大
切
な
息
子

を
亡
く
し
た
親
の
嘆
き
は
見
る

に
忍
び
な
い
。
戦
争
に
関
係
の

な
い
国
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

日　時　10月19日（土）
　　　　17時30分～19時15分
会　場　県農業会館10階105・106号室
講　師　�武庫川女子大学　生活環境学部食

物栄養学科教授　雨海照祥先生
共　催　株式会社大塚製薬工場

同日開催となります。ぜひあわせてお申し込みください。
お申し込み・お問い合わせは、☎078ー393ー1803まで

薬科部研究会

検
証　

神
戸
市
の
医
療
政
策
②

国
民
健
康
保
険

市
の
負
担
は

神　戸
市長選

特
集

保
へ
の
繰
入
金
は
、
２
０
１
１

年
度
で
１
３
４
・
５
億
円
。
被

保
険
者
１
人
当
た
り
で
は
、
３

万
３
８
７
２
円
に
な
る
（
図

１
）。
こ
れ
は
、
政
令
指
定
都

市
20
市
の
中
で
は
12
位
で
、
中

位
で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
れ
は
法
定
で
義
務

付
け
ら
れ
た
も
の
。
市
政
の
姿

勢
が
問
わ
れ
る
法
定
外
の
繰
入

金
は
、
１
人
当
た
り
額
で
わ
ず

か
２
０
２
６
円
（
図
２
）。
こ

れ
は
政
令
指
定
都
市
の
中
で

は
、
下
か
ら
３
番
目
と
い
う
低

さ
。
近
隣
の
大
阪
市
は
、
１
人

あ
た
り
２
万
円
超
の
法
定
外
繰

入
金
を
投
入
し
、
上
か
ら
３
位

で
、
神
戸
市
の
繰
り
入
れ
は
大

阪
市
の
10
分
の
１
に
す
ぎ
な

い
。

い
る
の
で
あ
っ
て
、
加
入
者
全

体
が
支
払
う
保
険
料
と
し
て

は
、
１
円
も
値
引
い
て
は
い
な

い
の
で
あ
る
。

　

来
年
度
か
ら
は
、
こ
の
方
式

が
変
更
さ
れ
、
扶
養
控
除
分
の

手
当
て
以
外
は
、
各
種
所
得
控

除
は
適
用
さ
れ
な
く
な
る
。
障

害
や
病
気
を
抱
え
る
人
が
い
る

世
帯
の
保
険
料
の
大
幅
引
き
上

げ
が
予
想
さ
れ
る
。

　

神
戸
市
国
保
の
保
険
料
を
引

き
下
げ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
。
法
定
外
繰
入
金

の
投
入
を
他
の
政
令
指
定
都
市

並
み
に
す
る
だ
け
で
、
１
人
当

た
り
１
万
円
を
超
え
る
保
険
料

引
き
下
げ
が
可
能
と
な
る
。

　

市
民
の
声
が
届
く
市
政
に
転

換
し
、
神
戸
市
の
医
療
施
策
を

拡
充
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

各地域の社会保障推進協議会が行う国保
相談会には毎年多数の相談がよせられる
（今年6月、西区会場）　　　　　　　　
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図２　法定外繰入金は最低水準となっている
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図１　法定で義務づけられた繰入金は中位であるが…

被保険者一人あたり一般会計繰入金

被保険者一人あたり法定外繰入金

算
定
方
式
変
更
で

保
険
料
大
幅
増
も

法
定
外
繰
入
金
一
人
あ
た
り

わ
ず
か
２
０
２
６
円

政
令
指
定
都
市
で 

最
低 

水
準

思いつきの話

灘区　　岡本　好司

　

小
生
は
神
戸
市
に
住
ん
で
13

年
に
な
り
ま
す
。
最
初
は
垂
水

区
、
現
在
は
西
神
中
央
に
住
ん

で
お
り
ま
す
。
ま
た
５
年
前
か

ら
は
Ｊ
Ｒ
舞
子
駅
近
郊
で
内
科

医
院
を
開
院
し
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
人
が
神
戸
市
長

に
ふ
さ
わ
し
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　

神
戸
は
活
気
に
溢
れ
、
魅
力

あ
る
都
市
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
潜
在
的
に
は
、
２
０
２
０

年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
決
ま
っ
た

東
京
に
匹
敵
す
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
次
の
神
戸
市
長
に
は
ぜ

ひ
、
将
来
神
戸
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
誘
致
す
る
よ
う
な
夢
の
あ
る

施
策
を
期
待
し
ま
す
。

　

今
回
、
東
京
と
決
勝
で
誘
致

を
争
っ
た
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

は
、
中
世
に
は
東
ロ
ー
マ
帝
国

（
西
暦
２
９
５―

１
４
５
３
）

の
首
都
で
し
た
。
そ
し
て
神
戸

も
平
安
時
代
に
は
福
原
京
が
あ

っ
た
場
所
で
す
。

　

た
と
え
ば
選
手
村
は
淡
路
島

に
、
フ
ェ
リ
ー
で
ポ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
に

選
手
を
輸
送
し
ま
す
。
名
称
は

神
戸
・
東
瀬
戸
内
海
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
し
て
、
播
州
地
区
、
岡

山
県
、
香
川
県
、
徳
島
県
と
も

共
催
し
ま
す
。
そ
の
レ
ガ
シ
ー

で
神
戸
は
世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
都

市
と
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
未
来
を
見
据
え
て
、

都
市
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
進
め
ま
す
。
各
駅
停
車
の
不

便
な
西
神
山
の
手
線
に
快
速
・

新
快
速
を
走
ら
せ
ま
す
。
地
下

鉄
の
西
明
石
・
三
木
市
へ
の
延

伸
を
期
待
し
ま
す
。
西
神
中
央

か
ら
明
石
市
や
三
木
市
な
ど
東

播
・
丹
波
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス

に
は
改
善
の
余
地
が
大
い
に
あ

り
ま
す
。
将
来
の
た
め
、
交
通

網
の
整
備
な
ど
、
西
神
戸
内
陸

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
開
発
を
提
案
し

ま
す
。

　

神
戸
市
と
周
辺
地
域
と
の
一

体
的
、
有
機
的
な
繋
が
り
を
考

え
た
市
政
、
一
市
民
の
こ
ん
な

夢
や
提
案
に
、
前
向
き
に

〝Yes,�W
e�Can.

〟
と
言
え
る

人
、
真
の
勇
気
と
実
行
力
の
あ

る
人
に
市
政
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

市
民
の
提
案

　

聞
き
入
れ
る
市
政
に

垂
水
区　
　

佐
々
木　

徹

投
票
へ
行
こ
う

神戸市長選

薬科部文化講演会

日　時　10月19日（土）
　　　　15時45分～17時30分
会　場　県農業会館10階105・106号室
講　師　�医療法人社団まほし会　真星病院

内科・糖尿病内科　濵田絵美先生
共　催　アストラゼネカ株式会社

糖尿病について
～糖尿病専門家が語る総論～

超高齢社会における
栄養の力を検証する

会員投稿



２０１３年（平成２５年）１０月５日（毎月３回５・15・25日発行） 第１７３１号（昭和43年６月12日第三種郵便物認可）兵 庫 保 険 医 新 聞 （４）

広川先生（写真中央）の丁寧な解説は大好評だった

　

薬
科
部
は
９
月
14
日
に
協
会

会
議
室
で
研
究
会
を
開
催
し
、

47
人
が
参
加
し
た
。「
実
践
！

バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
測
定
」
を

テ
ー
マ
に
広
川
恵
一
理
事
が
講

演
を
行
っ
た
。
参
加
者
の
感
想

文
を
紹
介
す
る
。

　

バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
は
、
最
近

よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
さ
ら

な
る
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
在

宅
医
療
の
必
要
性
が
取
り
ざ
た

さ
れ
、
薬
剤
師
の
参
加
も
不
可

欠
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
の
よ

う
に
お
医
者
さ
ん
の
仕
事
と
傍

観
し
て
は
お
ら
れ
な
い
状
況
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
大
変
関
心

の
あ
る
演
題
で
し
た
。

　

こ
の
た
び
広
川
先
生
の
ご
講

義
を
拝
聴
し
、〝
バ
イ
タ
ル
サ

イ
ン
〟
を
基
本
の
〝
き
〟
か
ら

紐
解
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
の
お
話
の
な
か
で
特
に

印
象
に
残
り
ま
し
た
の
は
、
①

意
識
レ
ベ
ル
は

３
段
階
を
さ
ら

に
お
の
お
の
３

段
階
に
分
け
て

い
る
と
い
う
こ

と
。
私
な
ど
は

救
急
車
を
呼
ぶ

だ
け
で
精
一
杯

と
思
わ
れ
ま

す
。
②
問
診
の

基
本
と
な
る
項

目
を
示
す

"AM
PLE"

の
中

に
〝
Ｌ
〟
：

Last�M
eal

・

最
終
の
食
事
と

　

明
石
支
部
は
９
月
21
日
、

ア
ス
ピ
ア
明
石
の
子
午
線
ホ

ー
ル
で
、
第
30
回
総
会
記
念

企
画
「
映
画
『
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
ノ
ー
ト
』
上
映
会
＆
講

演
会
『
が
ん
治
療
病
院
の
緩

和
ケ
ア
』」
を
開
催
。
市
民

ら
２
２
０
人
が
参
加
し
た
。

　

講
演
会
で
は

兵
庫
県
立
が
ん

セ
ン
タ
ー
地
域

医
療
連
携
・
緩

和
医
療
担
当
部

長
の
池
垣
淳
一

先
生
が
講
師
を

務
め
た
。
池
垣

先
生
は
、「
認

知
症
で
あ
れ

ば
、
数
年
か
け

て
悪
化
し
、
心

疾
患
や
脳
疾
患

は
症
状
が
一
定

せ
ず
入
退
院
を

繰
り
返
す
。
そ

れ
に
比
べ
、
が
ん
は
亡
く
な

る
直
前
１
、
２
カ
月
で
急
激

に
症
状
が
悪
化
す
る
。
つ
ま

り
、
逆
に
言
え
ば
死
亡
直
前

１
、
２
カ
月
前
ま
で
は
普
通

の
人
と
同
じ
よ
う
な
生
活
が

で
き
る
し
、
が
ん
の
痛
み
は

98
％
以
上
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
」
と
、
が
ん
に
お
け

る
緩
和
ケ
ア
の
メ
リ
ッ
ト
を

紹
介
し
た
。

　

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ノ
ー

ト
」
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・

砂
田
知
昭
氏
が
67
歳
で
末
期

が
ん
が
発
覚
し
、
人
生
の
総

括
の
た
め
に
行
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
追
っ
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
・
ノ
ー
ト
の
作
成
に

参
考
に
な
っ
た
」「
経
済
的

に
な
か
な
か
映
画
の
よ
う
な

最
期
は
迎
え
ら
れ
な
い
の
で

は
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　

総
会
議
事
で
は
今
年
度
の

支
部
方
針
を
確
認
し
た
。

い
う
項
が
あ
る
こ
と
。
③
バ
イ

タ
ル
サ
イ
ン
と
し
て
体
温
、
脈

拍
、
血
圧
、
呼
吸
、
酸
素
飽
和

度
を
測
定
す
る
の
で
す
が
、
呼

吸
だ
け
は
意
識
で
左
右
さ
れ
る

の
で
、
患
者
さ
ん
が
意
識
し
な

い
よ
う
に
胸
の
上
下
運
動
を
数

え
る
か
、
鼻
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

近
づ
け
る
か
す
る
と
よ
い
こ

と
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
実
践
で

す
。
体
温
、
酸
素
飽
和
度
に
つ

き
ま
し
て
は
特
記
す
る
こ
と
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
脈
拍
は
、
15

秒
間
測
定
し
て
４
倍
し
た
ら
い

い
と
医
療
現
場
で
の
ス
ピ
ー
ド

を
要
求
さ
れ
る
実
情
を
皮
膚
で

感
じ
ま
し
た
。

　

次
は
血
圧
測
定
で
す
。
聴
診

器
は
生
ま
れ
て
初
め
て
手
に
す

る
代
物
で
あ
り
、
集
音
力
の
す

ご
さ
に
驚
き
、
本
当
に
測
定
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
に
な

り
ま
し
た
。
で
も
一
か
ら
丁
寧

に
ご
指
導
い
た
だ
き
私
も
測
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
で

し
た
。
広
川
先
生
、
貴
重
な
お

話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
次
回
の
ご
講
義
を
楽
し
み

に
し
つ
つ
筆
を
お
き
ま
す
。

【
尼
崎
市
・
薬
剤
師

�

　

江
角　

和
子
】

　

秋
の
晴
れ
の
一
日
、
海
を

眺
め
な
が
ら
の
美
術
館
、
い

か
が
で
し
ょ
う
。

　

兵
庫
県
立
美
術
館
は
、
阪

神
岩
屋
駅
か
ら
海
側
に
徒
歩

８
分
「
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
」
に
あ

る
、
２
０
０
２
年
に
開
館
し

た
美
術
館
で
す
。

　

愛
称
は
「
芸
術
の
館
」。

建
築
家
安
藤
忠
雄
に
よ
り
前

面
の
海
に
接
す
る
な
ぎ
さ
公

園
と
一
体
化
し
て
設
計
さ
れ

ま
し
た
。

　

館
内
は
通
路
が
巡
ら
さ

れ
、
建
物
そ
の
も
の
を
鑑
賞

の
対
象
と
す
る
よ
う
な
空
間

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
生
誕
１
３
０

年
、
橋
本
関
雪
展
で
す
。

　

橋
本
関
雪
は
１
８
８
３
年

（
明
治
16
年
）、
旧
明
石
藩

の
儒
学
者
で
あ
っ
た
橋
本
海

関
を
父
と
し
て
神
戸
に
生
ま

れ
た
。
12
歳
か
ら
日
本
画
を

学
び
、
竹
内
栖
鳳
の

画
塾
竹
杖
会
で
研
鑽

を
積
ん
だ
。
１
９
０

８
年
に
文
展
に
初
入

選
、
そ
の
後
も
数
々

の
賞
に
輝
き
、
官
展

の
代
表
画
家
と
し
て

地
位
を
確
立
し
た
。

中
国
の
古
典
を
題
材

に
し
た
作
品
や
、
動

物
画
に
も
力
量
を
発

揮
し
多
く
の
名
作
を

残
し
た
。（
美
術
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
）

　

生
誕
１
３
０
年
を

記
念
す
る
本
展
で

は
、
文
展
、
帝
展
へ

の
出
品
作
で
あ
る
六

曲
一
双
の
屏
風
の
大

作
を
は
じ
め
、
代
表

作
を
一
堂
に
展
覧
。

関
雪
の
美
の
世
界
観

に
浸
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

　

海
を
臨
ん
で
建
築

物
を
見
て
、
日
本
画

の
美
に
迫
る
一
日
っ

て
す
ば
ら
し
い
。

※
入
場
料　

一
般
１

３
０
０
円
、
10
月
20

日
（
日
）
ま
で

神
戸
市
中
央
区
脇
浜

海
岸
通
１
丁
目
１
番

１
号
、
☎
078―

262―

０
９
０
１

芸 術

紹 介
Art

�

秋は美術館の気分！
三田市・歯科　　福田　俊明

日　時　10月24日（木）12時30分～16時30分
場　所　東京・日比谷野外音楽堂
文化行事　コント集団ザ・ニュースペーパー
ゲスト　林　修さん

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

いつやるか？
今でしょ！

10・24国民集会いのちまもる

多
く
の
市
民
が
参
加
し
、「
最
期
」
に
つ
い
て

考
え
た　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

《
南
国
》
１
９
１
４
年

姫
路
市
立
美
術
館
蔵

次回受付は12月１日開始です
保険医協会会員のための助け合い共済制度

（１月１日発足）

過去５年平均の配当率は47％／団体保険だから
断然安い保険料／最高5000万円の高額保障／
配偶者1000万円のセット加入あり／いつでも増
額･減額できます／面倒な医師による診査は不要

死亡保険は安さが一番です。
いま話題のネット生保と比べてください。

保険医協会の団体定期生命保険

●月　払: １口１万円～ （通算30口まで）
●一時払: １口50万円～ （毎回40口まで）

医師・歯科医師の老後設計に最適

急な出費にも１口単位で解約可能／払込が困難なと
きは掛金中断、余裕ができたら掛金再開／年金受給
時に10年・15年定額、15年・20年逓増年金から選択、
または一括受取／万一の時はご遺族に全額給付

（翌々月１日発足）

グループ保険グループ保険

保険医年金保険医年金

休業保障制度休業保障制度

感
想
文

初体験!!
バイタルサインの測定

薬科部研究会明
石
支
部　

総
会
記
念
企
画

「
最
期
」に
向
け
た

取
り
組
み
を
考
え
る

ラジオ関西　AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）
放送時間　2013年10月～2014年３月
毎週木曜日　PM7:00～9:00　コーナーPM7:40頃～8:00

ラジオ関西「寺谷一紀と！い・しょく・じゅう」内コーナー

「医療知ろう！」好評放送中!!

　　　〈10月の放送予定〉
３日　 “メメントモリ”という言葉をご存じです

か？  　池内　春樹　理事長
10日　 これから社会保障はどうなるの？ ご存じ

ですか 「社会保障改革国民会議報告書」
  加藤　擁一　副理事長
17日　（野球中継のためお休み）
24日　またまた上がる医療費窓口負担
  武村　義人　副理事長
31日　TPPで私たちの暮らしはどうなるの？
  川西　敏雄　副理事長

聴く、医療。
身近で起こっている医療
の様々な問題や疑問につ
いて、兵庫県保険医協会
会員がわかりやすくお答
えします。

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

寺
谷
一
紀

ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

ト
モ
チ
ン
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「
低
医
療
費
政
策
」の
転
換
を

厚労省「国民医療費」「医療費の動向」「医師・歯科医師・薬剤師調査」より
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厚労省「医療経済実態調査」より

医業収入（千円・売り上げ）
自費診療割合（％）

1984 87 89 91 93 95 97 99 01 03 05 07 09 11年

3,772

18

15

14

16

14
13

12 11 12

10.5 10.7
12.2

12.2

10.2

3,775
4,235 4,216

4,509

4,243

4,055

4,122

3,830
3,700 3,544

3,456

3,616 3,526

図２　１カ月の歯科の医業収入と自費診療の推移

出典　厚労省「平成24年国民生活基礎調査」
※相対的貧困率とは、国民一人ひとりの所得を順番に並べ、中央の
　値の半分より低い人の割合。
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相対性貧困率

子どもの貧困率

(年)

と
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
生
じ
、
著
し

く
低
い
歯
科
医

療
費
の
「
パ

イ
」
を
め
ぐ
る

歯
科
医
院
間
の

競
争
と
差
別
化

を
激
化
さ
せ
て

い
る
。

　

そ
の
た
め
、

保
険
診
療
だ
け

で
は
経
営
を
成

り
立
た
せ
ら
れ

な
い
歯
科
医
院

の
自
費
志
向
が

高
ま
り
、
教
育

体
制
が
未
整
備

図１　歯科医療費と歯科医師数の推移

図３　貧困率は年々増加している

件
（
学
会
研
修
の
受
講
な
ど
）

を
義
務
付
け
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ

て
い
る
。

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
ト
ラ
ブ
ル

を
め
ぐ
っ
て
は
、
歯
科
医
療
界

で
は
安
全
性
な
ど
、
質
の
向
上

を
い
か
に
担
保
す
る
か
と
い
う

問
題
に
関
心
が
集
中
す
る
こ
と

は
当
然
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
安
心
・
安
全
で
良

質
な
歯
科
医
療
を
保
障
す
る
に

あ
た
っ
て
、
そ
の
充
実
を
阻
ん

で
い
る
最
大
の
根
源
の
一
つ
は

「
低
医
療
費
政
策
」
で
あ
る
。

こ
の
問
題
か
ら
背
景
を
み
て
み

た
い
。

自
費
依
存
強
い
る

低
医
療
費
政
策

　

数
十
年
に
わ
た
る
政
府
の

「
低
医
療
費
政
策
」
は
、「
歯

科
医
療
危
機
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
深
刻
な
状
況
を
招
い
て
い

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
ト
ラ
ブ
ル
増
加
が
マ
ス
コ
ミ
で
話

題
に
な
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
。
協
会
歯
科
部
会
で
は
、

「
低
医
療
費
政
策
」
と
い
う
観
点
か
ら
こ
の
問
題
を
と
ら

え
、
解
説
す
る
。

　

近
年
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療

の
ト
ラ
ブ
ル
増
加
が
マ
ス
コ
ミ

で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。「
国
民
生
活
セ
ン
タ

ー
」
の
発
表
で
は
、
歯
科
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
治
療
で
危
害
を
受
け

た
と
い
う
相
談
が
、
２
０
０
６

年
度
以
降
５
年
間
で
３
４
３
件

寄
せ
ら
れ
、
増
加
傾
向
に
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。

　

最
近
で
も
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

手
術
中
に
患
者
の
動
脈
を
傷
つ

け
死
亡
さ
せ
た
と
し
て
、
東
京

の
歯
科
医
が
業
務
上
過
失
致
死

罪
の
判
決
を
下
さ
れ
る
な
ど
、

社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

　

こ
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の

ト
ラ
ブ
ル
・
相
談
の
急
増
は
、

「
高
額
な
医
療
」
だ
け
で
な
く

「
安
全
性
」
や
「
広
告
・
情
報

提
供
」
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を

浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
、

日
本
歯
科
医
師
会
、
日
本
歯
科

医
学
会
、
日
本
口
腔
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
学
会
が
３
月
31
日
に
東
京

で
開
催
し
た
「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
厚

労
省
は
も
と
よ
り
日
歯
、
日
歯

学
会
か
ら
も
「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

治
療
を
巡
る
患
者
と
の
ト
ラ
ブ

ル
が
収
斂
（
し
ゅ
う
れ
ん
）
し

な
か
っ
た
な
ら
ば
、
同
治
療
を

行
え
る
歯
科
医
師
に
一
定
の
要

る
。

　

こ
の
歯
科
の
「
低
医
療
費
政

策
」
は
、
保
険
診
療
だ
け
で
な

く
自
費
診
療
も
含
め
て
採
算
が

と
れ
れ
ば
い
い
と
す
る
「
ト
ー

タ
ル
バ
ラ
ン
ス
論
」
で
正
当
化

さ
れ
て
い
る
。

　

政
策
と
し
て
、
低
す
ぎ
る
歯

科
技
術
料
を
据
え
置
き
、
新
規

の
保
険
導
入
を
怠
り
、
患
者
窓

口
負
担
割
合
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
で
、
受
診
抑
制
が
起
こ

り
、
高
齢
化
に
対
応
し
た
「
健

康
長
寿
社
会
」
に
向
け
て
、
本

来
急
増
す
べ
き
歯
科
ニ
ー
ズ
は

抑
え
こ
ま
れ
て
い
る
。

　

１
９
９
６
年
か
ら
２
０
１
２

年
ま
で
の
16
年
間
で
、
国
民
の

医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
歯

科
医
師
は
１
万
人
程
度
増
加
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
歯
科

の
保
険
医
療
費
総
額
は
２
兆
５

千
億
円
台
で
横
ば
い
が
続
い
て

き
た
の
で
あ
る
（
図
１
）。

　

そ
れ
ゆ
え
、
歯
科
医
療
供
給

で
標
準
的
な
治
療
法
が
確
立
さ

れ
な
い
ま
ま
に
、
高
額
な
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
治
療
が
「
普
及
」

し
、
な
か
に
は
健
康
被
害
に
い

た
る
ま
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
現
在
は
こ
う
し
た

教
育
体
制
の
遅
れ
を
取
り
戻
す

べ
く
、
大
学
等
に
お
け
る
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
教
育
や
先
進
医
療
に

対
応
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
構

築
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
記
し
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

自
費
の
拡
大
で
は

活
路
に
な
ら
な
い

　

「
低
医
療
費
政
策
」
と
「
ト

ー
タ
ル
バ
ラ
ン
ス
論
」
は
、
76

年
に
廃
止
さ
れ
た
「
差
額
徴
収

制
度
」
以
前
か
ら
脈
々
と
続
い

て
い
る
た
め
、
歯
科
医
療
界
で

は
、「
低
医
療
費
政
策
」
を
所

与
の
も
の
と
し
て
そ
の
転
換
を

あ
き
ら
め
、
自
費
志
向
の
み
な

ら
ず
混
合
診
療
を
待
望
す
る
考

え
方
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
厚
労
省
「
医
療
経

済
実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
歯

科
個
人
診
療
所
の
自
費
診
療
の

推
移
は
、
１
９
８
４
年
に
18
％

だ
っ
た
の
が
、
２
０
１
１
年
に

は
10
・
２
％
に
ま
で
下
が
っ
て

お
り
、
次
回
調
査
で
は
１
割
を

下
る
ほ
ど
の
勢
い
で
、
自
費
診

療
は
減
っ
て
い
る
（
図
２
）。

　

保
険
評
価
が
極
端
に
低
い
現

状
の
歯
科
医
療
の
も
と
で
、
多

く
の
歯
科
医
師
が
保
険
で
歯
科

医
療
を
供
給
し
続
け
て
き
た
結

果
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

同
時
に
、「
小
泉
構
造
改

革
」
以
降
、
社
会
保
障
の
大
幅

削
減
が
進
め
ら
れ
「
貧
困
と
格

差
」
が
増
大
し
た
結
果
、
高
額

の
自
費
診
療
が
敬
遠
さ
れ
て
い

る
た
め
と
も
言
え
る
。

　

日
本
の
相
対
的
貧
困
率
の
高

さ
は
先
進
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と

な
り
（
図
３
）、「
歯
の
健
康
格

差
」「
口
腔
崩
壊
」
な
ど
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
中
、
自
費
や
混

合
診
療
の
拡
大
路
線
で
は
歯
科

医
療
を
守
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

歯
科
医
院
経
営
の
将
来
は
、

患
者
・
国
民
が
願
う
「
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
医
療
」
で
こ
そ

活
路
が
拓
か
れ
る
と
い
え
る
。

「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
」
視
野
に

　

そ
も
そ
も
歯
科
で
は
保
険
収

載
さ
れ
ず
、
自
費
診
療
を
患
者

に
強
い
ら
ざ
る
を
得
な
い
治
療

が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

長
年
の
診
療
実
績
の
あ
る
メ

タ
ル
ボ
ン
ド
（
金
属
焼
付
陶

材
）
に
加
え
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
や
オ
ー
ル
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
、
ジ
ル
コ
ニ
ア
な
ど

の
新
素
材
は
、
審
美
性
だ
け
で

な
く
、
操
作
性
（
歯
質
と
接
着

性
）
や
物
理
的
性
質
（
耐
摩
耗

性
）、
生
物
学
的
許
容
性
（
ア

レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
さ
な
い
、
プ

ラ
ー
ク
が
付
着
し
に
く
い
）
な

ど
の
利
点
が
あ
る
の
に
、
い
ま

だ
に
保
険
導
入
さ
れ
て
い
な

い
。
義
歯
で
も
、
レ
ジ
ン
床
義

歯
だ
け
で
な
く
、
装
着
感
と
耐

久
性
、
強
度
の
点
で
利
点
が
あ

る
金
属
床
義
歯
も
保
険
導
入
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
安
全
性
と
有
効
性

あ
る
技
術
を
す
み
や
か
に
保
険

収
載
し
て
い
け
ば
、
自
費
の
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
に
過
度
に
依

存
せ
ず
、「
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
医
院
経
営
」
が
は
か
ら
れ

て
い
く
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
は
患
者
・
国

民
の
圧
倒
的
多
数
が
求
め
て
い

る
「
保
険
の
き
く
範
囲
を
広
げ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
に
合

致
す
る
。

　

こ
う
し
た
「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
」
の
充
実
を
阻
ん

で
い
る
の
が
、
先
に
見
た
「
低

医
療
費
政
策
」
と
「
ト
ー
タ
ル

バ
ラ
ン
ス
論
」
で
あ
る
。
推
計

３
０
０
０
億
円
程
度
と
言
わ
れ

る
自
費
診
療
を
保
険
導
入
し
た

と
し
て
も
、
総
医
療
費
37
兆
円

の
０
・
８
％
増
額
に
す
ぎ
ず
、

保
険
財
政
と
し
て
も
十
分
可
能

な
の
で
あ
る
。

基
礎
技
術
料
引
上
と

窓
口
負
担
の
軽
減
を

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
」
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

は
、
保
険
範
囲
の
拡
充
と
と
も

に
、
長
期
に
わ
た
り
不
当
に
低

点
数
で
据
え
置
か
れ
て
い
る
基

礎
的
技
術
料
の
大
幅
引
き
上
げ

も
必
須
で
あ
る
。

　

と
く
に
長
時
間
・
低
賃
金
労

働
で
離
職
率
が
８
割
以
上
に
な

る
歯
科
技
工
士
の
待
遇
改
善
の

た
め
に
も
、
補
綴
物
作
成
に
か

か
わ
る
技
術
料
の
引
き
上
げ
は

急
務
で
あ
る
。

　

実
際
、
現
在
２
兆
７
０
０
０

億
円
台
の
歯
科
医
療
費
を
少
な

く
と
も
３
兆
円
台
ま
で
引
き
上

げ
る
こ
と
は
、
党
派
を
超
え
て

歯
系
議
員
な
ど
の
共
通
目
標
に

な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

日
本
歯
科
新
聞
が
連
載
し
た

歯
系
議
員
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

は
、「『
指
導
』『
監
査
』
体
制

の
改
善
に
よ
り
、
診
療
報
酬
を

３
兆
円
以
上
に
」（
自
民
、
石

井
み
ど
り
参
院
議
員
）、「
先
進

国
平
均
並
み
に
日
本
の
歯
科
医

療
費
は
３
兆
３
３
０
０
億
円
必

要
」（
自
民
、
比
嘉
奈
津
美
衆

院
議
員
）、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

物
価
上
昇
が
年
２
％
な
ら
ば
、

診
療
報
酬
改
定
は
プ
ラ
ス
４
％

必
要
」（
維
新
、
新
原
秀
人
衆

院
議
員
）
な
ど
の
表
明
が
あ

り
、
先
の
参
議
院
選
挙
で
診
療

報
酬
引
き
上
げ
を
公
約
に
掲
げ

た
民
主
党
や
共
産
党
も
含
め

て
、
歯
科
診
療
報
酬
の
改
善
は

超
党
派
で
一
致
で
き
る
課
題
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

国
民
が
病
気
を
恐
れ
る
こ
と

な
く
働
け
る
環
境
を
作
り
出
す

こ
と
こ
そ
政
治
の
役
割
で
あ

り
、
今
一
度
、
政
治
家
は
国
民

皆
保
険
制
度
の
意
義
を
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

歯
科
技
術
料
見
直
し
に
よ
る

「
診
療
報
酬
引
き
上
げ
」
と
、

受
診
抑
制
の
根
源
に
あ
る
「
患

者
窓
口
負
担
の
軽
減
」
を
同
時

に
追
求
し
、
さ
ら
に
患
者
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
「
保
険
範
囲
の

拡
大
」
と
あ
わ
せ
て
三
位
一
体

で
、
安
心
・
安
全
な
「
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
医
療
」
の
充
実

に
向
け
て
低
医
療
費
政
策
の
転

換
が
は
か
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会　市民講座

歯から始まる健康長寿

～歯がないと卒
た

中
お

れる!?転ぶ!?～
　脳卒中予防と転倒予防に歯科が大きく関わる可能性が示されつつあります。こ
のことについていくつかの研究結果を紹介しながら、お話いただきます。
日　時　11月23日（土・祝）14時～16時（開場13時30分）
会　場　協会会議室
講　師　広島市リハビリテーションセンター医療科部長（歯科）
　　　　吉田　光由先生
参加費　無料　どなたでもご参加歓迎

共　催　兵庫県保険医協会、兵庫県民主医療機関連合会
協　賛　兵庫県歯科医師会、兵庫県歯科技工士会、兵庫県歯科衛生士会

歯科政策解説

安
心
・
安
全
な
歯
科
医
療
の
充
実
へ

兵
庫
県
保
険
医
協
会
歯
科
部
会

～
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
急
増
の
背
景
に
も
ふ
れ
て
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）

　

昨
年
７
月
「
海
の
日
」
に
生

ま
れ
た
５
番
目
の
孫
娘
は
、
よ

く
食
べ
、
ニ
コ
ニ
コ
笑
い
、
歩

き
ま
わ
り
、
兄
姉
た
ち
に
か
わ

い
が
ら
れ
て
い
る
。
か
れ
ら
５

人
の
孫
た
ち
と
両
親
が
盆
休
み

を
利
用
し
て
、
姫
路
市
家
島
群

島
に
あ
る
「
兵
庫
県
立
い
え
し

ま
自
然
体
験
セ
ン
タ
ー
」
で
３

日
間
の
体
験
学
習
を
終
え
て
、

明
石
の
家
に
帰
っ
て
き
た
。

　

東
京
都
国
分
寺
市
に
住
ん
で

い
る
彼
ら
に
と
っ
て
、
瀬
戸
内

海
の
島
で
の
体
験
は
、
海
と
森

林
に
囲
ま
れ
た
自
然
の
中
で
、

楽
し
い
だ
け
で
な
く
新
た
な
驚

き
と
感
激
を
味
わ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
母
親
が
プ
ラ
ン
を
立

て
、
父
親
を
促
し
て
一
家
で
来

た
。
末
娘
が
産
ま
れ
る
瞬
間
を

一
家
で
祝
い
、
家
島
で
の
生
活

体
験
も
共
有
し
て
、
家
族
全
員

で
の
共
同
経
験
は
家
族
の
平
和

と
孫
た
ち
の
将
来
に
と
っ
て
大

切
だ
と
思
う
。

　

終
戦
を
体
験
し
て
き
た
世
代

の
者
に
と
っ
て
は
、
う
ら
や
ま

し
い
公
共
施
設
で
あ
る
し
、

「
宝
島
」
の
世
界
や
「
タ
ー
ザ

ン
」
の
活
躍
す
る
映
画
は
、
い

ま
思
い
出
し
て
も
わ
く
わ
く
し

者
、
そ
れ
ら
の
悪
夢
の
よ
う
な

悲
惨
な
日
常
生
活
を
送
る
人

々
、
恐
怖
の
眼
差
し
で
お
び
え

る
子
ど
も
や
母
親
、
老
人
た
ち

の
姿
、
遺
体
に
と
り
す
が
っ
て

泣
く
家
族
…
こ
れ
ら
の
シ
ー
ン

を
見
る
と
き
に
、
わ
れ
わ
れ
は

平
和
な
日
本
の
国
に
暮
ら
せ
る

こ
と
を
幸
せ
と
た
だ
受
け
と
め

る
だ
け
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
人
の
根
底
に
あ
る
仏
教

の
母
性
愛
と
他
者
愛
に
め
ざ

め
、
政
治
家
を
は
じ
め
、
日
本

国
民
は
国
際
社
会
の
平
和
維
持

活
動
に
協
力
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。

�

（
お
わ
り
）

ざっくばらんに質疑応答や意見交換を行った

高
砂
市　
　

岡
部
桂
一
郎

母
性
愛
に
つ
い
て
㊦

員員 稿稿
会 投

お申し込み・お問い合わせは、
　 ☎078－393－1809 本田まで

　

歯
科
部
会
は
県
下
各
地
で
会
員
懇
談
会
を
開
催
し
て
い

る
。
４
月
に
但
馬
で
開
催
し
て
以
降
、
７
月
20
日
の
洲
本

市
、
９
月
７
日
の
三
田
市
で
の
会
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
12
人
と

20
人
が
参
加
し
た
。
歯
科
部
会
講
師
陣
の
話
題
提
供
を
受

け
、
審
査
・
指
導
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。
今
後
、
姫
路
市
で
の

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
下
記
に
案
内
）。

　

７
月
20
日
、
洲
本
市
文
化
体

育
館
会
議
室
で
、
淡
路
歯
科
会

員
懇
談
会
が
開
か
れ
12
人
の
先

生
が
参
加
さ
れ
た
。
ご
参
加
の

先
生
か
ら
大
変
参
考
に
な
っ
た

と
の
感
想
を
聞
い
て
い
る
。

　

話
題
提
供
は
、
ま
ず
須
磨
区

の
坂
口
智
計
先
生
か
ら
、
審
査

の
現
状
に
つ
い
て
事
例
も
具
体

的
に
挙
げ
て
解
説
い
た
だ
い

た
。
電
子
レ
セ
プ
ト
請
求
に
対

す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
審
査
の
強

化
と
突
合
・
縦
覧
点
検
、
日
付

情
報
を
用
い
た
審
査
に
つ
い

て
、
実
際
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
審

査
画
面
を
再
現
し
て
の
説
明
で

わ
か
り
や
す
か
っ
た
。

　

次
に
、
芦
屋
の
谷
端
美
香
先

生
か
ら
、
歯
周
病
治
療
で
注
意

す
べ
き
点
を
解
説
さ
れ
た
。
特

に
、
リ
コ
ー
ル
に
つ
い
て
の
考

え
方
な
ど
く
わ
し
く
教
え
て
い

た
だ
き
、
長
期
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ

と
も
考
え
て
み
よ
う
と
思
っ

た
。

　

ど
の
お
話
も
、

な
る
ほ
ど
と
改
め

て
理
解
で
き
た
こ

と
も
あ
り
、
明
日

の
保
険
診
療
に
す

ぐ
役
立
つ
内
容

で
、
ご
参
加
の
先

生
方
み
な
さ
ん
、

熱
心
に
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
聞
い
て

お
ら
れ
、
短
時
間

な
が
ら
意
見
交
換

も
で
き
た
。

　

講
演
後
の
懇
親

会
は
残
念
な
が
ら

人
数
は
少
な
か
っ

た
が
、
質
疑
応
答
の
続
き
や
、

さ
ら
に
く
わ
し
い
解
説
を
伊
丹

市
の
川
村
雅
之
先
生
か
ら
も
お

話
い
た
だ
い
た
り
と
、
大
変
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
。
こ

う
い
っ
た
懇
親
会
に
は
ぜ
ひ
出

席
さ
れ
る
の
が
お
す
す
め
で

す
。

　

地
方
に
生
活
す
る
者
に
と
っ

て
、
遠
く
淡
路
島
ま
で
来
て
い

た
だ
い
た
こ
と
は
大
変
あ
り
が

た
く
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
会
を

開
催
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。

【
南
あ
わ
じ
市
・
歯
科

 

山
本
伊
一
郎
】

感 想 文
歯
科
会
員
懇
談
会
・
三
田

縦
覧
・
突
合
点
検
で
の

注
意
点
を
く
わ
し
く
解
説

　

歯
科
の
社
保
・
審
査
、
指
導

対
策
に
つ
い
て
の
懇
談
会
が
、

北
摂
・
丹
波
支
部
で
企
画
さ

れ
、
20
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

電
子
レ
セ
プ
ト
請
求
に
対
し

て
、
縦
覧
・
突
合
点
検
が
基
金

の
審
査
で
始
ま
り
、
強
化
さ
れ

た
な
か
で
、
特
に
協
会
へ
の
質

問
が
多
い
、
Ｐ
治
療
の
流
れ
と

保
険
請
求
上
の
注
意
点
を
解
説

し
て
い
た
だ
い
た
。

　

歯
科
部
会
の
工
藤
大
八
郎
先

生
か
ら
、
審
査
が
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
か
、
具
体
例
を

挙
げ
て
の
説
明
を
受
け
、
紙
で

は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
電
子
レ

セ
プ
ト
で
は
査
定
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
加
え

て
、
定
期
的
に
リ
コ
ー
ル
で
呼

ん
で
の
算
定
に
は
注
意
が
必
要

で
、
別
に
病
名
（
例
・
Ｈ
ｙ
ｓ

な
ど
）
が
あ
れ
ば
、
も
れ
の
な

い
よ
う
記
載
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
強
調
さ
れ
た
。

　

続
い
て
錦
和
彦
先
生
に
は
、

歯
周
病
治
療
の
注
意
点
に
つ
い

て
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

切
開
が
あ
る
場
合
の
パ
ノ
ラ

マ
算
定
に
は
注
意
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
歯
周
基
本
検
査
か
ら

次
の
検
査
ま
で
の
日
数
、
そ
の

後
の
精
密
検
査
は
歯
周
外
科
へ

移
行
す
る
は
ず
と
の
こ
と
、
そ

の
他
詳
細
な
説
明
に
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
、
頭
の
下
が
る
思
い

で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
か
ら
自
己

紹
介
と
疑
問
点
等
を
順
に
話
し

て
い
た
だ
い
た
が
、
皆
さ
ん
レ

ベ
ル
の
高
い
内
容
で
、
特
に
白

板
を
用
い
て
の
熱
の
入
っ
た
質

問
に
、
歯
科
部
会
の
川
村
雅
之

先
生
が
て
い
ね
い
に

答
え
ら
れ
て
い
た
の

が
印
象
的
だ
っ
た
。

限
ら
れ
た
時
間
だ
っ

た
が
、
議
論
百
出
、

と
て
も
内
容
の
濃
い

も
の
で
あ
っ
た
。

　

終
了
後
の
懇
親
会

は
、
三
田
の
創
作
料

理
屋
で
、
大
変
盛
り

上
が
っ
た
こ
と
は
、

ご
想
像
の
通
り
で
あ

る
。

【
三
田
市
・
歯
科

�

福
田　

俊
明
】

感
想
文

明日の保険診療に
すぐに役立つ

歯科会員懇談会・淡路

協会講師陣（奥）の解説に熱心に聞き入る

消化管をエコーで診る
日　時　11月９日（土）17時～　会　場　協会会議室
講　師　川崎医科大学検査診断学（内視鏡・超音波部門）
　　　　教授　畠　二郎先生　
共　催　東芝メディカルシステムズ株式会社

　「胃や腸をエコーで？　そんなばかな！」という概念がこれまで一般的でし
たが、機器の著しい改良と知見の蓄積により、今や消化管はエコーの代表的対
象臓器となっています。特に、内視鏡をするのにも躊躇するような急性腹症で
は消化管壁の肥厚や拡張が強いことが多く、エコーで十分にその診断が可能で
す。ただし、消化管は普段エコーで観察している肝臓などの“固まり”の臓器
ではなく、内腔にガスのある“薄っぺらな管”ですので、その見かたにはちょ
っとしたコツと慣れが必要かもしれません。
　今回は、まず正常な消化管はどのように見え、どのように走査するかを簡単
にお話しし、日頃頭を悩ませることの多い急性腹症の症例を中心に代表的超音
波像をご紹介します。あまりお馴染みのない領域かもしれませんが、“痛いと
ころにちょっとプローブを当ててみる”ことで、エコーは日々の診療になくて
はならない強力な味方になることを感じていただければ幸いです。�【畠　記】

第490回診療内容向上研究会

〈患者〉社保・女性、23歳
〈診療年月〉2013年７月
〈主な傷病名〉　甲状腺機能亢進症
（主）、アレルギー性鼻炎、持続性蛋白
尿、慢性糸球体腎炎（疑）
〈実日数〉２日
〈請求内容〉

（12）再診料・明細書発行体制等加算
� 70×２
（13）特定疾患療養管理料� 225×１
　　　薬剤情報提供料・手帳記載加算
� 13×１
（21）メルカゾール錠５㎎　１錠
� １×30
　　　調剤料� ９×１
（25）処方料・長期投薬加算�107×１
（60）クレアチニン（尿）� 11×１
　　　尿一般、アルブミン定量（尿）
� 139×１
　　　（血液化学検査６～７項目）
　　　�ＢＵＮ、ナトリウム及びクロー

ル、カリウム、クレアチニン、
ＵＡ、ＡＳＴ� 93×１

　　　ＦＴ４� 140×１
　　　ＴＳＨ� 115×１

　　　血液採取（静脈）� 16×１
　　　尿・糞便等検査判断料� 34×１
　　　生化学的検査（Ⅰ）判断料� 144×１
　　　生化学的検査（Ⅱ）判断料� 144×１

〈減点内容〉
　クレアチニン（尿）　11×１→０、ア
ルブミン定量（尿）　139×１→26×１、
尿・糞便等検査判断料　34×１→０
〈協会コメント〉
　アルブミン定量（尿）は、「糖尿病又
は早期糖尿病性腎症患者であって微量ア
ルブミン尿を疑うもの（糖尿病性腎症第
１期又は第２期のものに限る）に対して
行った場合に、３か月に１回に限り算定
できる」とされているため、該当病名が
ないため査定されたものと思われます。
　なお、当該検査を実施した場合は、
「レセプトの摘要欄に前回実施日（初回
の場合は初回である旨）を記載する」こ
ととされています。
　また、クレアチニン（尿）について
は、生化学的検査のクレアチニンと同一
日に実施した場合は、生化学的検査の項
目数に合算して算定することになりま
す。

（尿）アルブミン定量・クレアチニンの減点事例

歯科社保・審査、指導対策

日　時　10月19日（土）
　　　　19時～20時50分
会　場　姫路駅前じばさんびる
　　　　５階503会議室
話題提供　�協会歯科部会・社保対策講

師陣
※終了後、懇親会（会費5000円）
※�ご参加の先生には、保団連発行の
指導対策テキスト進呈

お申し込み・お問い合わせは、
　 ☎078－393－1809 岡林まで

インプラント治療のトラブルを
回避するための鉄則とは？　　

日　時　11月10日（日）14時～17時
会　場　協会会議室
講　師　�芦屋市・野阪口腔外科クリ

ニック院長
　　　　野阪　泰弘先生
定　員　120人（先着順）

歯科定例研究会
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Ｐ治療等、請求で悩んでいませんか？

歯科会員懇談会in姫路



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から

（８）第１７３１号（昭和43年６月12日第三種郵便物認可）兵 庫 保 険 医 新 聞２０１３年（平成２５年）１０月５日（毎月３回５・15・25日発行）

第22回日常診療経験交流会
メインテーマ「日常診療～思いえがく夢～」
10月27日（日）10時～17時 神戸市産業振興センター（JR神戸駅南へ徒歩７分）

医科・歯科・薬科交流企画 　14時30分～17時　９階901号会議室

「多剤投与の現状」
【医科】兵庫医科大学　内科学総合診療科　教授　森本�　剛先生
【歯科】かわむら歯科（伊丹市）　院長　川村　雅之先生
　　※ビデオ講演　大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能治療学教室
� 教授　阪井　丘芳先生　　　　
【薬科】近畿大学　薬学部　教授　松山　賢治先生

救急フェスタ 　13時～14時30分　10階1001・1002号レセプションルーム

－いざという時のために－CPR講習会（心肺蘇生法実技講習会）

展示コーナー 　10時～16時　902・903号会議室

ポスターセッション、医院新聞、会員作品展、情報ネットワークコーナーなど

特別企画 �展示「今さら聞けない、教えて」906号会議室

　医科・歯科・薬科の連携へ他科に聞いてみたいちょっとしたこと

※先着220名様に、兵庫県下各地の特産品をおみやげとしてお持ち帰りいただきます。

報告者 医療機関名等 職種・診療科 テ　　ー　　マ 発表時間

Ａ
分
科
会　

９
０
１
号
室

1 広川　恵一 広川内科クリニック 医師・内科 高血圧症通院者100名について５年目の健康管理の検討
～通院状況、降圧状況、使用薬剤および診療上・療養上のリスクについて 10：05～10：20

2 岡野　孝子 中村整形外科リハビリクリニック 看護師 禁煙外来　180症例の検討 10：20～10：35

3 清水　純也 室井整形外科・心療内科 臨床心理士 MMPIとFABの関連性についての検討 10：35～10：50

4 下山　　均 下山医院 医師・内科 胸部単純写真における肺静脈亜型読影の検討－胸部CT画像と比較して－ 10：50～11：05

5 濱口　英人 野村医院 看護師 独居の重症筋無力症療養者への支援体制 11：10～11：25

6 太田　智裕 野村医院 理学療法士 社会の中の理学療法士 11：25～11：40

7 延澤　昌代 訪問看護ステーションだいとう 看護師 看取りに向けた文章を渡そうとした時、家族の精神的変化は？ 11：40～11：55

8 川村　雅之 かわむら歯科 歯科医師 介護保険請求ソフト「りょうかんサン」～情報ネットワーク部企画～ 11：55～12：10

9 池内　春樹 小野寺医院 医師・小児科 あなたの思いえがく医療とはどんなものですか 13：00～13：15

10 八木　秀満 八木クリニック 医師・婦人科 ジェネリックアンケート調査結果（医師の立場から） 13：15～13：30

11 滝本　桂子 薬局リベルファーマシー 薬剤師 ジェネリックアンケート調査結果（薬剤師の立場から） 13：30～13：45

12 北井　　明 北井内科クリニック 医師・内科 多剤投薬に関する（いくつかの）調査研究の紹介 13：45～14：00

Ｂ
分
科
会　

９
０
４
・
９
０
５
号
室

1 高田　　裕 たかたクリニック 医師・内科 患者満足度とIT 11：10～11：25

2 西川　良子 東神戸診療所 看護師 福島原発事故避難者の健診・相談活動について 11：25～11：40

3 大槻　榮人 大槻歯科医院 歯科医師 小児口腔顔面外傷の臨床的検討 11：40～11：55

4 上田　耕蔵 神戸協同病院 医師・内科 ディオバン問題への当院の対応他 11：55～12：10

5 坂口　智計 とも歯科医院 歯科医師 アジアの歯科事情 13：00～13：15

6 元持富見代 真星病院 薬剤師 病棟業務を通じた持参薬の副作用回避への貢献 13：15～13：30

7 森岡　芳雄 東神戸病院 医師・小児科 空気の汚れ調査2013 13：30～13：45

8 藤井　佳朗 新神戸歯科 歯科医師 電磁波によって惹起された脊柱湾曲と関節障害 13：45～14：00

〈タイムテーブル〉

〈分科会プログラム〉10時～14時、９階
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〈会場地図〉

901号会議室 904・905号会議室 902・903・906号会議室 1001・1002号
レセプションルーム

開会セレモニー・あいさつ

あなたと私の展示会
／特別企画「今さら
聞けない、教えて」／
ポスターセッション
／医院新聞／情報ネ
ットワーク／業者展
示／喫茶コーナー／
特産品展示・引換

分科会Ａ
分科会Ｂ

（昼食休憩）
ランチョンセミナー

（昼食休憩）

分科会Ａ 分科会Ｂ 救急フェスタ
CPR講習会

医科・歯科・薬科交流企画

10：00
10：05

12：10

13：00

14：00

16：00

17：00

兵庫県保険医協会

14：30

11：10

ご参加お待ちしています!!

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで


